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ハ ーバ ー ド大学珍?!留 学 記(後 編)

「実際は予測不能?!」 の巻

学習院大学理学部 矢野(藤 原)陽 子

私は2001年8月19日 から2002年 の8月1日 までの1年

間,米 国マサチューセ ッツ州 にあるハーバー ド大学の

Pershanグ ループ で研究を行って来ました.途 中,同 時多

発テロなどにも遭遇 し,ち ょっと変わった体験 をしたと思

いますので 『珍?!留 学記』として,こ こにまとめてみま

した.ご 笑覧いただければ幸いです.

英会 話 そ して友人

日本にいたとき,私は自分の英会話能力にそれなりの自

信をもっていた.英 会話教室に4年 間通い続け,TOEICの

スコアは710点(ま あ留学可能レベル)だ ったので,英 語

で苦労することはないだろうとタカをくくっていた.そ れ

どころか,1年 もアメリカで生活 していれば,ネ イテイブ

スピーカー並みの語学力が自然に身につ くだろうと,とん

で もない思い違いをしていたのだった.実 際ブタを開けて

みれば,ど こへ行っても言葉に不自由な外国人の扱いを受

けた.通 じな くて困った という経験 こそはなかった もの

の,聞 き取れずに聞き直 したりするだけで,露 骨にイヤな

顔をされてメゲることしばしばであった.ど うやらアメリ

カ東部の都心部は,“英語を話せない者”に対 して特に冷

たいようだ.こ っちは客だぞ～!と 叫びた くなるような応

対に会うことはめず らしくなかったが,実 際 そう口に出

せなかった ところが また悲しい.

おまけに,元 来私は話すよりも聞き役のほうが多い.だ

から,た だ生活 しているだけでは,思 いのほか英語をしゃ

べるチャンスがないことに気付いた.こ のままじゃマズイ

と思った私は,9月 に入ってすぐに週1回 マンツーマ ンの

個人レッスンを受けることにした.私 の英語のチューター

は,チ ャックという大学卒業 したてのアメリカ人だった.

K子 さんという日本人 と組んで,日 本人の苦手な部分に焦

点を当てる,と いうのがウリであった.K子 さんは日本で

はある省庁にお勤めの公務員で,い わゆるキャリア組 とい

われる人なのだろう,修士号を取るためにハーバー ド大学

に2年 の予定で留学 していた.留学当初に自分が通ってい

た英会話教室のアシスタン トだったチャックと組んで,今

度は自分 自身でアルバイ トを始めてしまった,と いう何 と

もアクテ ィブな人である.

さて,実 際彼の レッスンが “日本人の苦手な部分に焦点

を当て”ていたかどうかは,は なはだ疑問だが,私 はこの

レッスンを受けるのが とても楽 しみであった.“アメリカ

のバーってどんな感 じ?” と訊けば,早 速 レッスンの後に

飲みに繰 り出す ことになったし,“今度 グループ ・ミーテ

ィングで話さなきゃいけないんだけど”と相談すれば,ス

ピーチの練習をしてア ドバイスをもらった.“ 下手なジョ

ークなら,言 わないほうがいい”と言われたのに,ア メリ

カ人のオープニング ・ジョークを真似 してみた くて忠告

を無視 してスベった…,な んてこともあった.ハ ロウィン

のときには,ジ ャコランタン(か ぼちゃを顔型に くり抜い

て作ったランタン)を作 った り,日 本の友人から送って も

らった日本のビデオ(ア ニメとか ドラマ)を 一緒 に観なが

ら,日 米の文化の違い(と いうほど大袈裟なものではない

が)に ついても話 し合った.話 題のハリー ・ポ ッターが公

開されれば一緒に観に行ったし,この留学中にまさに国境

を越えた趣味だと気付いたコーラス(私 は2002年 の1月

か ら5月 まで,地 元のコーラスグループに入って歌ってい

た)の コンサー トにも来てもらった.こ んな風 に,レ ッス

ンに行 くというよりは,友 達の家に遊びに行 くという感覚

であった.

彼 らと仲良 くなったもう1つ の理由には,彼 らが “実は

結婚するんだ”と告白して くれたせいもある.2人 は一緒

に住んでいたが,私 は,こ こでは男女のルームシェアは当

たり前!と いうのが頭にあって,初 めのうちは気付かなか

ったのだ.そ してさらに2月 には私のほうが,と んでもな

い告白をすることになるのだが….と にか く,お 互いの

悩みを相談する相手で もあった.実 際 彼 らは2002年 の

6月 に結婚 し,こ の夏からは日本で住むことになる.ボ ス

トンで得た友人にす ぐにまた会えるのは,何 とも楽 しみ

なことだ.

ピーターの家で ソーシ ャル

Socialと いうのは,カ ジュアルなパーテ ィといった感 じ

の意味合いらしい.2002年 の年明け早々,ピ ーター(Prof.

Pershanの ファース トネーム)の 家で新年会が開かれた.

ピーターの家はレキシントンという大学か ら車で30分

ぐらいの郊外にあった.レ キシン トンは,ア メリカ独立戦

争が勃発 した場所であるため,閑 静な住宅街のあちらこち

らに歴史的建造物 を垣間見ることができる,と いった感 じ

の街だ.雪 が積もっていたせいか,第2次 世界大戦以前に
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建てられたというピーターの家は,ち ょうどスキー場のコ

テージのようだった.

招待 されたのは,グ ループメンバーの家族全員とピータ

ー自身の家族たち.ふ だん,ピ ーターはかなりの話 し好 き

だと思っていたが,奥 さんがそれ以上だったので驚いた

(ピーターがた じたじになっている一面をそのときは じめ

て見た).

私は事前にピーターか ら“うちの娘が折 り紙が好 きで,

日本語の教本 を買ったんだけど,読めないから教えて欲 し

いそうだ”と言われていた.私 は,今 ではもう鶴 ぐらい し

か折れないけど,ア メリカ人の子供相手なら何 とかなるだ

ろう,と その ときは気安 くOKし たのだが,そ う,ピ ータ

ーの娘 といったら,す でに子供であるはず はな く….実

際 彼女が持って来たのは,簡 単な分子か らDNAま で折

ってしまおうという,なん と分子模型を折 り紙で作る本だ

った.私 は,そ んな本があるのか と感心 し,彼 女の折った

C60を 見てまた感心,そ して彼女がわからない という箇所

を折ってみたが,悪 戦苦闘の末,結 局その本が間違ってる

という結論 に達 したのだった.ふ う.

ひ えっ,二,ニ ンシン?!

2002年 の2月 に入った頃だった.私 はある不安に襲わ

れた.来 るべきものが来な くてすでに2週 間が過 ぎようと

していた.渡 米直後 も生理不順になったが,今 度はどうも

そのときとは違う感覚だ.ち ょうど次の週には夫が,修 士

2年 の学生の研究発表にめどがつ く時期だからこちらに

来ることになっていた.う 一ん…,な らば夫が来る前に確

認 しといたほうが,そ の後の対策が立てやすいだろうと,

薬局にPregnancy Testを 買いに行 く.祈 るような気持ちで

結果を待つ.2本 線すなわちpositive.何 度 も説明書 を確認

する.あー,ど うしてまたこんなときにこんなとこで…,

正直言って,ど よどよ～ん とした気分に襲われて しまっ

た.頭 の中には “帰国”の2文 字がよぎる.だ って,初 め

ての妊娠なのに,た った独 りで,し かも外国に居 られるわ

けがない!何 はともあれ夫に電話する.「あ,あ の さ…,

あのさ,妊娠 したみたいなんだけど」「…あ,そ う…」夫は,

あ,そ う,と 何度 も繰 り返 した.

翌週夫はやってきた.ど うやらこの1週 間の間に色々情

報を仕入れてきたらしい.妊 娠や,外 国で医者にかかるた

めの本などをやたらにたくさん買い込んできた.

非常に偶然でラッキーだったことには,夫 の元職場の隣

の研究室出身で,そ の後私の同僚 となったTさ んが,そ の

ときMITの ボス ドクをしていて隣のアパー トに住んでお

り,しかもその前の週に男の子が誕生 したばかりだったと

いうことだ!(ホ ントにすごい縁だ!)そ こでわれわれは

Tさ んに良い産婦人科 を紹介 して もらおうと家を訪ねた.

あいにく,Tさ んの奥 さんはMITの 産婦人科にかかった

ということだったが,た くさんの資料 と,マ サチューセッ

ツの産婦人科はアメリカーであるという,具体的な根拠が

あったわけではないが,こ んなときには妙に心強い情報 を

もらって帰ってきた.ど うやらこっちでも何 とかなるらし

い,と 思ったらだいぶ気が楽になった.

翌 日,ハーバー ド大学のヘルスケア ・サービスで妊娠検

査を して もらった.結 果はpositive.出 産予定 日は9月27

日とわかった.こ れで覚悟がで きた.日 本にいる皆が,こ

の話 を聞いたらさぞか しびっ くりするだろうなあ… と想

像 したら,ち ょっとばか り愉 快な気分になっていた.

病院通 い

病院はハーバー ド大学のヘルスケア ・サービスにかか

ることに したのだが,ひ とつ問題があった.保 険に入って

いなかったのだ!私 の日本から入ってきた保険は,『 海

外留学生保険』というもので,ま あ,い わゆる長期の海外

旅行保険のようなものだ.歯 科や妊娠 といった病気でない

ものはサポー トされていない.大 学病院に行ったら,ま ず

保険は?と 訊かれ,“日本の保険に入っているが,マ タニ

ティはカバーされてない”と答えると,そ いつは大変だ!

という顔をされた.ア メリカでは国民保険 というシステム

がない.医 療費は一般に高いので,プ ライベー トな保険に

加入するのが不可欠だが,加 入 した保険によってかかれる

病院が限 られてくる.私 は大学の保険は渡米直後にだけ加

入で きる もので,中 途加入は無理だ と思っていた.だ か

ら,医 療費全額 自己負担は止むを得ないと覚悟 していた.

ところが,非 常 にラッキーなことには,年2回,3月 と9月

の1日 付けで中途加入できることがわかった.晴 れて私は

月120ド ルの保険料を支払っただけで,そ れ以外の診察料

はいっさい払わずに済んだのだった.

さて,私 は毎月簡単な診察は大学病院で,超 音波などの

検診は地下鉄で1時 間ほどのBrigham&Women's Hospital

で受けることになった.通 い始めは医者が言葉の問題を非

常に心配 し,通 訳を付けると言って きたが,あ いにく日本

語の通訳がいなくて “中国語ならいるんだけど,そ れで も

いいか?” なんて言われたこともあった.((a)_(a))だ から,

聞 き慣れない医療用語は必ずスペルを訊いてメモ し,家に

帰ってから辞書やインターネットで調べまくった.聞 き取

りが怪 しいときは,“こういうことですか?” と自分で理

解 したことを繰 り返すようにした.お かげで,1度 血液検

査の 日にちを間違えたぐらいで,大 きな トラブルはなかっ

たように思 う.妊 娠8ヶ 月で帰国し,以 後 日本の病院にか

かったが,「ずいぶ んすごい検査を してるね.日 本 じゃ,

金がかかって大変だ!」 と驚かれた.と いうわけで,ア メ

リカのほうが費用は安いし,医 者はフレン ドリーで(女 医

が圧倒的に多い),ど うしてその検査 をやるのか,ど んな

結果が出たか,に ついての説明が非常に丁寧で良かったよ

うな気が してならない.
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矢野(藤 原)陽 子

シ ン ク ロ トロ ン

Pershanグ ル ー プ で は,2002年 の4月 に20日 間,NSLS

(National Synchrotron Light Source)の ビー ム ラ イ ンX22B

で の マ シ ン タ イム が 入 って い た.主 に は オ レ ッ グ ・Gの

『ナ ノ サ イ ズ の 穴 を開 け たSi基 板 に シ ク ロヘ キ サ ン が ど

う ウェ ッ トす る か』とい う実験 が 予 定 さ れ て い た.こ の研

究 は,平 板 な ら ウエ ッ ト,管 な らキ ャ ピ ラ リー コ ンデ ンセ

ー シ ョ ンが 起 こ る現 象 の 中 間 状 態
,す な わ ち 穴 の 形 状 と

wettingの 関 係 を解 明 す る こ とが 将 来 の 目標 で あ り,今 流

行 の ナ ノサ イエ ンス ・プ ロ ジ ェ ク トの 一 貫 でIBMと の 共

同研 究 だ っ た.

私 に と っ て は2回 目のNSLSで の 実 験 だ った.1回 目 は

2001年 の11月 で,こ の と き は た っ た3日 間 の 見 学 とい う

形 で 参 加 したの だが,今 度 は測 定 も手伝 う予 定 だ っ た.そ

う,妊 娠 が 発 覚 す る まで は….

2月 か ら3月 に か け て は,つ わ りが 最 もひ どい とい わ れ

る 時期 だ っ た.私 の 場 合,何 だ か 常 に ム カ ム カ気 持 ち悪 い

の だ け れ ど,幸 い 仕 事 を休 む ほ どで は な か っ た.た だ,月

曜 か ら金 曜 まで 働 く と も う週 末 は ぐっ た りで,家 で 十 分 休

息しな い と翌 週 まで に体 力 が 回復 しな い,と い う状 況 だ っ

た.そ こで,東 工 大 のSさ ん に メー ルで 相 談 して み た と こ

ろ,彼 女 も妊 娠 中 にSPring8に10日 間 行 っ たが,途 中 休 め

な い の で 相 当 キ ツか っ た,と い う返 事 が 来 た.う 一 ん,だ

け ど,こ こで 断 念 して し まっ て は,何 の た め に こ こ まで 来

た の か わ か らな い.で も,ち ょっ と胎 児 に も心 配.そ こで

夫 に相 談 して み た.そ した ら意 外 に も 「シ ン ク ロ トロ ンで

実験 す るの が 渡 航 の 目的 だ っ た ん だ し,あー ゆ う とこ ろ は

放 射線 に関 して は ち ゃ ん と管 理 され て るは ず だ か ら,行 っ

た ら?」 とい う返 事.こ の一 言 で 決心 が つ い た.

NSLSは,ニ ュ ー ヨー ク州 ロ ング ア イ ラ ン ドの ブ ル ック

ヘ ブ ン に位 置 す る.ボ ス トンか らは 車 と フ ェ リー を使 っ て

6時 間 ほ どだ.施 設 内 を鹿 や ガチ ョウ が ウ ロ ウ ロ して い る,

とい った 環 境 にあ る.シ ン クロ トロ ンの 規模 や 年 代 と して

は,ち ょ う ど筑 波 のPFぐ らい で あ る.

今 回 この 実 験 に参 加 した の はcondensed matterチ ー ム の

4人,オ レ ッグ ・G,マ サ さん,カ イ ル そ して 私 で あ っ た.

実 験 は 始 め 順 調 そ う に 見 え た.ル ー チ ン に 入 っ て し ま え

ば,シ ク ロヘ キ サ ンの 液 溜 め とSi基 板 との 温 度 差 を変 え

なが ら,基 板 表 面 上 の シ ク ロヘ キ サ ン薄 膜 の 膜 厚 を追 う と

い う単 純 作 業 に な って しま う の だ が ….ま ず 始 め に,基 板

内 で 膜 厚 に場 所 ム ラ が あ る こ とに 気付 く.そ れ が 温 度 ム ラ

の せ い な の か,基 板 が ツ イス トして い るの か,セ ル を空 け

て 基 板 を交 換 す る.改 善 な し.フ ラ ッ トな基板 で も試 して

み る。そ うこ うす る う ち に基 板 を冷 や す ため に用 い て い た

ペ ル チ ェ素 子 に付 着 して い た グ リ ー ス が 液 溜 め に溶 け込

んで い る こ とが発 覚 して し ま う.結 局,冷 却 装 置 を取 り外

さ ざ る を得 な くな り,温 度 コ ン トロ ー ルが 十 分 に で きな く

ビ ー ム ラ イ ンX22B(04/2002)

なって…,実 験は失敗に終わった.

オレッグ ・Gは,“ こんなにうまくいかなかったことは

初めてだ.ホ ン トはセルを開けるなんてことは一大事なの

に,今 回は何度やったことか!” と嘆いていたが,私 にと

っては,本 来ならば±1mKの 安定性 をもつセルを隅 々

まで十分見せてもらったこと,セルを開けるときの仕事の

丁寧 さ,日本人以外で もあるんだなあと感心 してしまった
“あ

,う んの呼吸”と連携プレイの見事さ,ト ラブルに遭 っ

たとき,短時間で解決策を見つけるために寄って集って知

恵の出 し合い,な ど,す べてエキサイティングな経験ばか

りだった.

ただ一番の経験者であるマサさんは「ブルックヘブンに

来る前に解決 しとかなきゃいけない問題ばか りだったよ」

と私に日本語で語っていたのだが

カ シミア ・エ フェク ト

これは,私 がふだん研究室でマサさんと一緒 に行ってい

た研究テーマである.Casimir effectというのは,空 間的

に制約された揺らぎをもつ2体間 には引力(あ るいは反発

力)が 生 じるとい う現象で,例 えば,臨 界状態にある液体

が基板 に吸着するとき,この効果 によって膜厚が異常に大

きく(あ るいは小 さく)な るとい う現象が観測 される.わ

れわれはSi基 板 を2成 分溶液の蒸気雰囲気の中につるし,

溶液の温度をコン トロール しながら基板表面上の膜厚測

定を行った.

マサ さんと一緒 に実験 をやっていると,感 心すること,

学ぶことが非常に多かった.ま ず,仕 事の丁寧 さにびっく

りさせ られた.実 験器具は決 して素手では触 らなかった.

始めに試料をセルに導入するときは,ま ず1日 かけて使用

するガラス器具 を洗浄する.も ちろん手袋着用,そ れも有

機溶剤を使 うときと,水洗いするときでは手袋が違 うとい

う徹底ぶ り。また,洗 いにくいピペ ットなどは使い捨てだ

(なん と贅沢な!),次 に試料セルの洗浄にまた1日 かけ

る.有機溶剤を溶解能力の低いものから高い ものへ数段階
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に分けて洗ってい く.こ んな感 じで前準備に2～3日 を費

や し,い よいよセルの組み立て,測 定へ と入る.測 定はシ

ンクロ トロンでは1つ のスキャンにたったの15分 といっ

たところだが,実 験室の封入管では3時 間半 もかかり,し

か も測定範囲は狭い.と いうことで,い ったん測定を始め

ると,次 に試料を交換するまでの1ヶ 月間 くらいは,ま る

でシンクロ トロンに行ったように昼夜交代土 日なし,とい

う生活になった.

マサさんは,高 校生のときにお父さんの仕事の都合でア

メリカに渡ってきた.今 でこそ,英 語はぺ らぺ らで、修士

か らボス ドクに至る今 日まで,こ の研究室 に在籍 し,ピ ー

ターの一番の片腕 となっているが,高 校生のときは 「教科

書に書いてあることがわかんね～」,大学に入ったら入っ

たで 「周 りの言ってることがわかんね～」とかなり苦労 し

てきたらしい.今 で も相当の “がんば り屋”であった。さら

には,良 いのか悪いのか,学 生の頃は夜 を徹 して努力 しな

いと周 りについていけなかったせい+今 はシンクロ トロ

ンに行 くという仕事柄,す っか り夜型のムチャくちゃな生

活をしていた.普 段は午後3時 ごろ出勤 し,明 け方帰宅す

るといった感 じだ.私 の帰国直前の2002年7月 に結婚 し

たのだが,新 婚生活は果た して昼型になったのだろうか,

それとも生物学専攻で ドクター取得間近の奥 さんも一緒

に巻 き込んで夜型生活をしていたりして…?!ど うもそ

の可能性は高そうだ.

おわ りに

予想外のハプニ ングが次 々に起こって しまった私の1

年間の留学生活も2002年8月 に無事終了 した,Pershanグ

ループでは,誰 かがグループを去るときに,本 人の選んだ

レス トランでfarewell lunchパ ーティを開くことになって

いる.私 が選んだのは,ハ ーバー ド・スクエアにあるベ ト

ナム料理屋だった.こ こは,3種 類ある辛みそを適宜に入

れて自分好みの辛 さに仕立てることがで きるあっさりス

ープに
,ソ ーメンとラーメンの中間といった感 じの麺の入

ったライスヌー ドルが絶品だった。なかなか美味 しい物が

ないといわれるアメリカで,私 は初めてそれを食べたとき

から病みつきになって しまったので,最 後にもう一度食べ

たいと思 ったのだった.

会が終 わった後,ピ ー ターが “まず は元気 なdaughter

を,そ の後はいい研究を”という最後の言葉 とともに自分

の選曲 したCDを くれた.思 えば,最 初はとんで もないこ

とになった1と 思った自分の妊娠が,こ の留学中に2倍 以

研 究 室 の 前 で(07126/2002)

上の面白い経験を味合わせて くれたような気もする.こ の

おかげで,研 究以外の友人がた くさんできた.ま た,な ん

とも不思議なことには,私 の1ヶ 月後 にカイルの奥さんも

妊娠 し,さ らに私の帰国間際には,ア レクセイの奥さんも

妊娠 したことがわかったのだった.マ サさんの結婚式の最

後にみんなでグループ写真を撮ったとき,ピ ーターは“う

ちのグループにはfetus(胎 児)が 一杯だ!” と,さ も面白

そうに言ってたっけ.

この留学中にたくさんの方々にお世話になりました.ま

ずは,ア メリカのPershanグ ループの皆様,出 会った友人

の皆様に本当に感謝いた します.ま た,留 学費用をサポー

トしてくださった仁科記念財団,留 学を応援 してくださっ

た学習院大学の飯島孝夫教授 をは じめとする物理化学研

究室の皆様には,感 謝 とともに,帰 国後すぐに産休を取る

という身勝手 をお許 しいただきたい と思います.最 後に,

妊娠がわかってからの半年間に,忙 しい合間をぬって4回

も訪ねて くれたわが夫に感謝 します.
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